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検討内容

・低炭素エネルギーシステム

・エネルギーセンター

・二次交通・リニアアクセス
・モビリティ・地域MaaS

・道路、交通広場・交通需要予測

・広場、駐車場（施設配置） 等

実施設計報告会（仮称）： 公表の場

プロジェクト

正

副

ﾜｰｷﾝｸﾞﾒﾝﾊﾞｰ

飯田市

関係機関

協働組織

プロジェクト連携会議（PM） 小澤、北川原、大西

事務局（リニア整備課）

エコまちフォーラム 中央コンサルタン

ツ 設計領域 三菱地所 等

ﾘﾆｱﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ・地域ﾓﾋﾞﾘﾃｨ検討会 等

市民協働環境部 産業経済部 建設部

リニア推進部 等

次世代インフラＰＪ

小澤

鈴木

全体コントロール

北川原

大屋根・植栽 等

産業経済部 建設部 上下水道局 危機管理室 等

上原

・全体デザイン監修 ・ランドスケープ

・建築整備の事業スキーム ・グリーンインフラ

・大屋根 ・植栽

・公共建築(ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ等) ・広場、駐車場

・照明デザイン （施設機能） 等

北川原温建築都市研究所 中央コンサルタンツ

設計領域 等

長野県（飯田建設事務所）

官民連携ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 等

総合政策部 市民協働環境部

産業経済部 建設部 等

大西

・魅力発信施設(民間)の

事業運営スキーム

・事業者（担い手）の誘致・選定

・インフォメーション

・情報発信（ＰＲ）

・ランニングコスト 等

金融機関 中央コンサルタンツ 等

瀬田

長野県、伊那谷自治体会議

南信州広域連合

中央コンサルタンツ・設計領域・三菱地所設計 特定業務共同企業体（ＪＶ）

長野県、伊那谷自治体会議

トータルデザインＰＪ ブランドクリエイトＰＪ

・シンポジウム

・市民説明会

・記者会見 等事業費枠
全体事業費 91億円
整備事業費 41億円

コンサル

リニア整備課

ﾜｰｷﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ

リニア整備課

エコまちフォーラム 北川原温建築都市研究所 未 定

飯田市リニア駅周辺整備「実施設計」検討体制
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次世代のエネルギーに関する取組

市民の皆様への「大きく意識
しなくても新しいエコライフ
や安心・安全な生活を送れ、
そこから心豊かで新たな生活
の拡張を図れる」地域の提供

スマートライフエリア

リニア駅／
飯田駅等中心市街地／
地域の拠点等

との連携及び回遊

域内エネルギーをはじめ
としたマネジメント及び

その可視化

リニア駅のみならずその周辺の活用も視野に入れた次世代のエネルギーシステムの検討

災害／観光／健康など

といった他の社会課題

への波及
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次世代インフラプロジェクト

 エコまちフォーラムと中部電力等を中心に、駅及び

その周辺の活用も視野に入れたエネルギーエリアの

構築に向けた検討を行っている。

 大屋根及びグリーンインフラの検討に基づき、

駅周辺における太陽光発電等を活用した低炭素

エネルギーシステムやエネルギーセンターにつ

いての検討を進める。

検討状況 今後の方向性



次世代のモビリティに関する取組

検討状況

 交通事業者、有識者、支援チームによる地域モビリティ検討会を開催し、リニ

ア駅の高度なトランジットハブを具現化するために検討を進めている。また、

庁内に新たなモビリティ検討チームを組織し、自動運転、MaaS（Mobility as

a Service）、EVバス等の新技術について勉強会を開催している。

今後の取組

 信南交通㈱、中部電力㈱など、様々な事業者と

連携しながら、地域モビリティビジョンの検討

や、地域 MaaS、高度トランジットハブ、乗換案

内サービスの検討を進める。 3

EVバス試乗会のレンタル車両

EVバスラッピング案

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
監
視

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
監
視

自
動
運
転
の
レ
ベ
ル
分
け
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
資
料
よ
り



ブランドクリエイトプロジェクト

現在の検討状況

 デザイン会議における官民連携の検討をもとに、地域全体の魅力発信に向けた協働のプラット

フォームの構築について意見交換を行っている。

 庁内関係課と魅力発信や情報発信、担い手等について意見交換を行うととともに、プロジェク

トの進め方についても検討を進めている。

今後の方向性

 協働のプラットフォームの構築に向けた検討を進める。

 県や広域連合等とも調整を行いながら、仕組みや手段の構築に向けた検討を進める。
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事業連携

新規創業

市民参加型

イベント
自発的な

コラボ

アイデア

支援体制

相談

・助言

・情報提供

・プランの壁打ち

・資金調達

・マッチング

行政 支援機関 業界団体等

地域事務局

（地元機関）
参画

形成

サポート

連携・

フォロー

・関係課ヒア

リング

・事業者ヒア

リング
・意見交換会

事業者の発掘・

育成・選定

これまでの「つくる目線」の整備

使い手が計画に関わって

いないため、使いにくい

空間になることも…

リニア駅前空間が目指す「つかう目線」の整備

行政と使い手が計画段階

から協働することで、持

続性の高い空間を実現

情
報
発
信
・
魅
力
発
信

開
発

事
業
化

持続可能な運営の仕組みづくり

運
営
協
力
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プラットフォー

ムの組織化 新たな人材の参画

リニア駅前での

事業企画

協働のプラットフォーム



トータルデザインプロジェクト

現在の検討状況

今後の方向性

 91億円（整備費41億円）の事業費を念頭に置きながら、現在は、実施設計ＪＶの土木設計を見据えた

大屋根、グリーンインフラ、ランドスケープ等について検討を行っている。

 建築の設計に向け、発注方法やプロジェクト体制についても検討を進めている。

 実施設計ＪＶとの打合せを密に行い、土木設計との擦り合わせを進める。

 トータルなデザイン等の調整に向け、ＪＲ東海の駅舎設計との擦り合わせを進める。
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7

自然と調和する建築物

活動に寄り添うデザイン

景観や活動を支える機能

機能的な交通動線

地形の特性を活かす

水と触れ合う接点

駅前広場とともにある自然



駐車場

8



屋根（キャノピー）

樹状構造

レシプロカル構造

フラクタル構造
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